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1.  平成23年12月期第1四半期の連結業績（平成23年1月1日～平成23年3月31日）
(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年12月期第1四半期 1,699 △53.4 △342 ― △496 ― △254 ―
22年12月期第1四半期 3,645 △24.5 11 ― △125 ― △87 ―

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭
23年12月期第1四半期 △498.22 ―
22年12月期第1四半期 △170.26 ―

(2) 連結財政状態
総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
23年12月期第1四半期 23,444 92 0.4 180.98

22年12月期 24,832 346 1.4 678.20
（参考） 自己資本  23年12月期第1四半期  92百万円 22年12月期  346百万円

2.  配当の状況
年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年12月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年12月期 ―
23年12月期
（予想） ― ― ― ―

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無
平成23年12月期における中間ならびに期末配当については未定であります。

3.  平成23年12月期の連結業績予想（平成23年1月1日～平成23年12月31日）
（注）当四半期における業績予想の修正有無  無
平成23年12月期の連結業績予想につきましては、現時点で合理的な算定が困難なため、開示を未定としております。
なお、当該理由につきましては、添付資料３ページ「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」
に記載しております。



4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「その他」をご覧ください。）
(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  有
新規 ―社 （社名 ）、 除外 1社 （社名 株式会社サンシティビルド ）
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無
（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・
手続、表示方法等の変更の有無となります。

(4) 発行済株式数（普通株式）
① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年12月期1Q 537,964株 22年12月期 537,964株
② 期末自己株式数 23年12月期1Q 26,866株 22年12月期 26,866株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年12月期1Q 511,098株 22年12月期1Q 511,098株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸
表に対する四半期レビュー手続は終了しております。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいて
おり、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間（平成23年１月１日～平成23年３月31日）における我が国経済は、新興国の経済成長

に伴う需要拡大や政府による国内景気刺激策等の効果により、景気回復の兆しがみられたものの、厳しい雇用情

勢、個人消費の減退、デフレ進行、海外景気の下振れ懸念や為替レートの変動など、依然として足踏み状態にあ

り、先行きは不透明な状況が続きました。加えて、本年３月11日に発生いたしました東日本大震災により、多くの

被災者を出しただけでなく、電力不足、流通の停滞、個人消費の停滞等の懸念材料が多数顕在化しており、潜在的

な不安要素も含め、今後の国内経済への影響は計り知れないものと予想されます。 

当不動産業界におきましては、低金利や各種の政策効果などを背景に、2010年度の新設住宅着工戸数は 万

戸となり、前年比で ％増加したものの、雇用・所得環境が低迷しているうえに震災による国内経済の不透

明さから、事業環境として未だ厳しい状況が続くものと考えます。 

このような状況下において当社グループは、前連結会計年度より引き続き経営資源を分譲マンション事業へ集約

し、販管費等の大幅削減に努めながら、事業安定化に向けた経営努力を継続しております。その一環として当第１

四半期連結会計期間ではたな卸資産の圧縮のため、保有不動産の売却損、並びに現在の市況環境を鑑み、資産の評

価減を計上いたしました。 

この結果、当第１四半期連結会計期間における当社グループの経営成績は売上高 百万円（前年同四半期比

％減）、営業損失 百万円（前年同四半期は営業利益 百万円）、経常損失 百万円（前年同四半期は経常

損失 百万円）、四半期純損失 百万円（前年同四半期は四半期純損失 百万円）となりました。 

  

なお、セグメントの業績は、次のとおりであります。 

  

＜分譲マンション事業＞ 

分譲マンション事業におきましては、依然として国内経済の先行き不透明感による消費マインドは低く、価格調

整も続いている状況が続きました。また、一部のたな卸資産について早期処分を進めた結果、利益率が低下し、売

上高は 百万円（前年同四半期比 ％減）、営業損失は 百万円（前年同四半期は営業損失 百万円）とな

りました。 

  

＜不動産流動化事業＞ 

不動産流動化事業におきましては、新規物件開発は凍結し、たな卸資産の圧縮に努めております。しかしなが

ら、当第１四半期連結会計期間におきましては販売実績がないため、売上高・利益ともに計上しておりません。 

  

＜不動産賃貸事業＞ 

不動産賃貸事業におきましては、安定的な賃貸収入の確保に努めております。この結果、売上高は 百万円

（前年同四半期比 ％減）、営業利益は 百万円（前年同四半期比 ％増）となりました。 

  

＜その他の事業＞ 

その他の事業におきましては、内装工事等の売上高が減少いたしました。この結果、売上高 百万円（前年同四

半期比 ％減）、営業損失は 百万円（前年同四半期は営業損失８百万円）となりました。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は 百万円となり、流動資産は 百万円、固定資産は

百万円となっております。 

負債合計は 百万円となり、流動負債は 百万円、固定負債は 百万円となっており、純資産は

百万円となりました。 

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、税金等調整前四半期純

損失・債務買戻益を計上したものの、たな卸資産の減少、仕入債務の減少、長期借入れによる収入、長期借入金の

返済による支出等の要因により、前連結会計年度末に比べ 百万円増加し、 百万円となりました。 

当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第１四半期連結会計期間における営業活動の結果、得られた資金は 百万円（前年同四半期は 百万円の

獲得）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純損失 百万円、債務買戻益 百万円を計上したもの

の、支払利息 百万円を計上したことの他、たな卸資産の減少額 百万円並びに仕入債務の減少額 百万円

の要因によるものであります。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第１四半期連結会計期間における投資活動の結果、得られた資金は 百万円（前年同四半期は 百万円の獲

得）となりました。これは主に、定期預金の払戻による収入 百万円、別段預金の預入による支出 百万円による

ものであります。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第１四半期連結会計期間における財務活動の結果、使用した資金は 百万円（前年同四半期は 百万円の

使用）となりました。これは主に、短期借入金の減少額 百万円、長期借入れによる収入 百万円並びに長期借

入金の返済による支出 百万円によるものであります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

本年３月11日に発生いたしました東日本大震災の影響により、国内経済や業界市場の変動の影響が極めて大きい

ものと推定されるため、当社グループは、業績予想を合理的に行うことが困難と判断いたしました。今後、業績予

想が合理的に予測できる状況となり次第、速やかに開示する方針であります。なお、四半期業績につきましては、

迅速な開示を行ってまいる所存であります。 
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（１）重要な子会社の異動の概要 

当社は、平成22年11月18日開催の取締役会決議に基づき、平成23年１月１日を効力発生日として、当社100％連

結子会社である株式会社サンシティビルドを吸収合併いたしました。なお、株式会社サンシティビルドの概要等に

つきましては、「３．四半期連結財務諸表（８）企業結合等関係に関する注記」に記載しているとおりでありま

す。 

   

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

たな卸資産の評価方法 

たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切

下げを行う方法によっております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 連結の範囲に関する事項の変更 

a.連結の範囲の変更 

当第１四半期連結会計期間において、株式会社サンシティビルドは吸収合併に伴い解散したため、連結の範囲

から除外しております。 

b.変更後の連結子会社 

１社 

  

② 会計処理基準に関する会計基準の適用 

a.資産除去債務に関する会計基準の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

b.企業結合に関する会計基準等の適用  

当第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 平成20年12月26日)、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会計

基準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計

基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表

分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成

20年12月26日）を適用しております。 

これにより損益に与える影響はありません。  

  

２．その他の情報
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（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

当社グループは前連結会計年度に引き続き、厳しい事業環境が続いており、加えて、本年３月11日に多くの被災者

を出した東日本大震災による、今後の国内経済への影響は計り知れない状況であります。当第１四半期連結会計期間

においても、一部のたな卸資産について早期処分を進めた結果、利益率が低下したほか、３月の引渡（＝売上）予定

が減少したため、営業損失 百万円、経常損失 百万円、四半期純損失 百万円を計上いたしました。 

また、平成20年12月期末時点において、株式会社三井住友銀行、株式会社あおぞら銀行、株式会社みずほ銀行、株

式会社三菱東京ＵＦＪ銀行をそれぞれエージェントとする４件のシンジケートローン契約に付されている財務制限条

項に抵触するとともに、平成21年５月27日には、当社グループが借り入れを行っている全取引金融機関に対して、同

日以降に期限が到来した借入金について、返済条件等の変更交渉が纏まるまでの間、資金残高維持要請を行っており

ます。 

当該状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。 

当社グループは当該状況を解消すべく、当社グループが も得意とする地方衛星都市を中心とした分譲マンション

事業への特化、不動産流動化事業に係る資産の早期売却、コスト削減プロジェクトチームの立ち上げによる販売費及

び一般管理費の大幅削減に努め、事業運営及び資金収支の安定化を図っております。 

また、当社グループは平成21年７月に上記内容を基本方針とした事業計画を策定し、取引先金融機関への説明を行

うとともに、各金融機関に対する返済条件の変更を依頼しておりましたが、平成22年11月に全取引金融機関へ更なる

条件変更を依頼しました。現在のところ、既に９割以上の金融機関より応諾を得ております。 

財務制限条項に抵触している件につきましては、前連結会計年度中に株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行をエージェント

とするシンジケートローン契約について、シンジケート団を解散・相対取引に変更し、同行の債務の買戻しを行った

ため解消しております。その他の各シンジケートローン契約につきましては、期限の利益喪失の猶予の承諾を頂いて

おり、上記の返済条件の変更依頼と併せて、更なる猶予の延長を依頼しております。 

 しかし、これらの対応策は全取引金融機関と協議しながら進めている段階であり、現時点では継続企業の前提に関

する重要な不確実性が認められます。 

342 496 254
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 959 948

受取手形及び売掛金 70 93

販売用不動産 2,802 4,154

仕掛販売用不動産 8,914 8,944

未成工事支出金 35 17

貯蔵品 2 2

その他 289 222

貸倒引当金 △20 △26

流動資産合計 13,053 14,357

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,490 4,546

土地 4,971 4,985

その他（純額） 6 6

有形固定資産合計 9,467 9,538

無形固定資産   

のれん 693 722

その他 14 14

無形固定資産合計 708 737

投資その他の資産   

投資有価証券 54 45

関係会社株式 0 0

その他 355 345

貸倒引当金 △195 △192

投資その他の資産合計 214 198

固定資産合計 10,390 10,474

資産合計 23,444 24,832

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金 342 801

短期借入金 4,448 4,888

1年内返済予定の長期借入金 15,356 16,056

未払法人税等 28 21

引当金 22 7

繰延税金負債 － 74

その他 1,021 986

流動負債合計 21,221 22,837

固定負債   

長期借入金 1,308 892

繰延税金負債 86 14

役員退職慰労引当金 263 263

その他の引当金 3 2

その他 468 474

固定負債合計 2,130 1,648

負債合計 23,351 24,485
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,510 7,510

資本剰余金 1,286 1,286

利益剰余金 △7,341 △7,087

自己株式 △1,367 △1,367

株主資本合計 87 342

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 4 4

評価・換算差額等合計 4 4

純資産合計 92 346

負債純資産合計 23,444 24,832
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年３月31日) 

売上高 3,645 1,699

売上原価 2,845 1,489

売上総利益 799 209

販売費及び一般管理費 788 551

営業利益又は営業損失（△） 11 △342

営業外収益   

受取利息 1 0

匿名組合評価益 － 8

受取賃貸料 27 23

その他 15 3

営業外収益合計 44 36

営業外費用   

支払利息 173 159

その他 8 31

営業外費用合計 181 190

経常損失（△） △125 △496

特別利益   

前期損益修正益 38 1

債務買戻益 － 265

その他 5 0

特別利益合計 43 267

特別損失   

前期損益修正損 2 －

固定資産売却損 － 20

減損損失 － 2

訴訟和解金 6 －

その他 0 2

特別損失合計 8 26

税金等調整前四半期純損失（△） △90 △254

法人税、住民税及び事業税 1 1

法人税等調整額 － △2

過年度法人税等 △5 －

法人税等合計 △3 △0

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △254

四半期純損失（△） △87 △254
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △90 △254

減価償却費 33 32

のれん償却額 28 28

減損損失 － 2

たな卸資産評価損 18 117

債務買戻益 － △265

金利スワップ評価損益（△は益） △2 －

匿名組合投資損益（△は益） △7 △8

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 △0

賞与引当金の増減額（△は減少） 12 15

退職給付引当金の増減額（△は減少） 0 0

受取利息及び受取配当金 △1 △0

支払利息 173 159

有形固定資産除却損 0 2

有形固定資産売却損益（△は益） △0 20

前期損益修正損益（△は益） △35 △1

売上債権の増減額（△は増加） △221 23

たな卸資産の増減額（△は増加） 370 1,247

前渡金の増減額（△は増加） △0 △46

仕入債務の増減額（△は減少） 1,005 △458

前受金の増減額（△は減少） △55 79

その他の資産の増減額（△は増加） 17 13

その他の負債の増減額（△は減少） 22 △67

その他の固定資産の増減額（△は増加） 3 5

その他 8 5

小計 1,277 649

利息及び配当金の受取額 1 0

利息の支払額 △235 △187

法人税等の支払額 △1 △0

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,040 462
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年３月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △0 －

定期預金の払戻による収入 － 60

拘束力のある普通預金の払戻しによる収入 865 －

別段預金の預入による支出 － △37

有形固定資産の売却による収入 0 13

投資有価証券の売却による収入 100 －

貸付けによる支出 △9 △9

貸付金の回収による収入 1 1

その他の支出 △1 △1

その他の収入 1 1

投資活動によるキャッシュ・フロー 957 29

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △387 △174

長期借入れによる収入 － 640

長期借入金の返済による支出 △1,719 △923

配当金の支払額 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,107 △458

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △109 32

現金及び現金同等物の期首残高 772 589

現金及び現金同等物の四半期末残高 663 622
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当社グループは前連結会計年度に引き続き、厳しい事業環境が続いており、加えて、本年３月11日に多くの被災者

を出した東日本大震災による、今後の国内経済への影響は計り知れない状況であります。当第１四半期連結会計期間

においても、一部のたな卸資産について早期処分を進めた結果、利益率が低下したほか、３月の引渡（＝売上）予定

が減少したため、営業損失 百万円、経常損失 百万円、四半期純損失 百万円を計上いたしました。 

また、平成20年12月期末時点において、株式会社三井住友銀行、株式会社あおぞら銀行、株式会社みずほ銀行、株

式会社三菱東京ＵＦＪ銀行をそれぞれエージェントとする４件のシンジケートローン契約に付されている財務制限条

項に抵触するとともに、平成21年５月27日には、当社グループが借り入れを行っている全取引金融機関に対して、同

日以降に期限が到来した借入金について、返済条件等の変更交渉が纏まるまでの間、資金残高維持要請を行っており

ます。 

当該状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。 

当社グループは当該状況を解消すべく、当社グループが も得意とする地方衛星都市を中心とした分譲マンション

事業への特化、不動産流動化事業に係る資産の早期売却、コスト削減プロジェクトチームの立ち上げによる販売費及

び一般管理費の大幅削減に努め、事業運営及び資金収支の安定化を図っております。 

また、当社グループは平成21年７月に上記内容を基本方針とした事業計画を策定し、取引先金融機関への説明を行

うとともに、各金融機関に対する返済条件の変更を依頼しておりましたが、平成22年11月に全取引金融機関へ更なる

条件変更を依頼しました。現在のところ、既に９割以上の金融機関より応諾を得ております。 

財務制限条項に抵触している件につきましては、前連結会計年度中に株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行をエージェント

とするシンジケートローン契約について、シンジケート団を解散・相対取引に変更し、同行の債務の買戻しを行った

ため解消しております。その他の各シンジケートローン契約につきましては、期限の利益喪失の猶予の承諾を頂いて

おり、上記の返済条件の変更依頼と併せて、更なる猶予の延長を依頼しております。 

しかし、これらの対応策は全取引金融機関と協議しながら進めている段階であり、現時点では継続企業の前提に関

する重要な不確実性が認められます。 

なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響

を四半期連結財務諸表に反映しておりません。 

（４）継続企業の前提に関する注記

342 496 254
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〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第１四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年３月31日） 

 （注）１．事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２．各事業の主な商品 

(1）分譲マンション事業・・・・・・分譲マンションの企画・開発・販売 

(2）不動産流動化事業・・・・・・・賃貸用マンションや商業施設の企画・開発・売却または中古オフィスビ

ル等の買取り、売却 

(3）不動産賃貸事業・・・・・・・・賃貸用マンションや商業施設等の賃貸業務  

(4）その他の事業・・・・・・・・・分譲マンションの販売代理収入及び内装工事等 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第１四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年３月31日） 

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が100％のため所在地別セグメント情報の記載を省略しておりま

す。 

  

〔海外売上高〕 

前第１四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年３月31日） 

海外売上高がないため海外売上高の記載を省略しております。 

（５）セグメント情報

  

分 譲 
マンション 
事 業 
（百万円） 

不 動 産
流動化事業
（百万円） 

不 動 産
賃 貸 事 業
（百万円） 

そ の 他 の
事 業
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去 又 は 
全 社 
（百万円） 

連 結
（百万円）

売上高                                    

(1）外部顧客に対する
売上高 

 3,199  －  204  242  3,645  －  3,645

(2）セグメント間の内
部売上高または振
替高 

 －  －  －  18  18  (18)  －

計  3,199  －  204  260  3,663  (18)  3,645

営業利益または 
営業損失（△） 

 △21  －  101  △8  71  (60)  11
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〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の分配の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。 

当社グループは、取扱商品及びサービスによる区分を基礎としたセグメントから構成されており、「分譲マンシ

ョン事業」、「不動産流動化事業」、「不動産賃貸事業」の３つを報告セグメントとしております。 

各報告セグメントに属する主な取扱商品及びサービスは次のとおりであります。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自 平成23年１月１日 至 平成23年３月31日） 

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、分譲マンションの販売代理事

業や内装工事等を含んでおります。 

   ２．セグメント利益又は損失（△）の調整額 百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用

百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費でありま

す。 

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月

21日）を適用しております。 

報告セグメント 主な取扱商品及びサービス 

分譲マンション事業 分譲マンションの企画・開発・販売 

不動産流動化事業 
賃貸用マンションや商業施設の企画・開発・売却または中古

オフィスビル等の買取り、売却 

不動産賃貸事業 賃貸用マンションや商業施設等の賃貸業務 

（単位：百万円）

  

  
報告セグメント 

その他 
（注）１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四 半 期
連結損益
計 算 書
計 上 額
（注）３ 

  
分 譲 
マンション 
事 業 

不 動 産
流 動 化
事 業

不 動 産
賃貸事業

計 

売上高 

外部顧客への 

売上高 

 

 1,473  －  194  1,668  30

 

 1,699

 

 －  1,699

セグメント間の 
内部売上高又は 
振替高 

 －  －  －  －  －  －  －  －

計  1,473  －  194  1,668  30  1,699  －  1,699

セグメント利益 
又は損失（△） 

 △381  －  102  △279  △18  △298  △43  △342

△43

△43
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該当事項はありません。 

当第１四半期連結会計期間末（平成23年３月31日） 

支払手形・工事未払金が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の末

日に比べて著しい変動が認められます。 

(注）金融商品の時価の算定方法 

(1）支払手形・工事未払金 

これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっ

ております。 

  

当第１四半期連結会計期間末（平成23年３月31日） 

当社は、平成22年11月18日開催の取締役会決議に基づき、平成23年１月１日を効力発生日として、当社100％連

結子会社である株式会社サンシティビルドを吸収合併いたしました。 

① 合併の目的 

株式会社サンシティビルドは内装工事事業・リフォーム事業等の事業展開をしておりましたが、同社が行ってい

る事業を当社の一部門として集約することで、経営資源の集中・事業運営の効率化を図り、経営基盤の強化を目指

すため、平成23年１月１日を効力発生日として当社を存続会社とする吸収合併をいたしました。 

② 吸収合併の相手会社についての概要（平成22年12月31日現在） 

a.商号：株式会社サンシティビルド 

b.本店所在地：宮城県仙台市若林区卸町五丁目７番21号 

c.代表者：代表取締役 井上 勁 

d.資本金：10百万円 

e.発行済株式数：20,000株 

f.純資産額：△389百万円 

g.総資産額：159百万円 

h.従業員数：２名 

i.事業内容：内装工事事業・リフォーム事業等 

③ 吸収合併の相手会社の直近事業年度の売上高、当期純利益（平成22年12月31日現在） 

a.売上高：559百万円 

b.当期純利益：△49百万円 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（７）金融商品関係に関する注記

科目 
四半期連結貸借対照表 

計上額（百万円） 
時価（百万円） 差額（百万円） 

(1）支払手形・工事未払金  342  342  －

（８）企業結合等関係に関する注記
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④ 吸収合併の要旨 

a.合併の方法 

当社を存続会社とする吸収合併方式とし、株式会社サンシティビルドは解散いたします。 

b.合併消滅会社の大株主の名称及び発行済株式の総数に占める大株主の持株割合 

株式会社サンシティ（当社） 100％ 

c.合併に係る割り当ての内容等 

株式会社サンシティビルドは当社の100％連結子会社であるため、本合併による新株の発行、資本金の増加及

び合併交付金はありません。 

d.合併後の会社の名称 

株式会社サンシティ 

e.合併により引継ぐ資産・負債の額 

資産合計：159百万円 

負債合計：548百万円 

※なお、負債合計には当社と株式会社サンシティビルドの内部取引による債務が含まれております。 

f.実施した会計処理の概要 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）及び「企業結合会計基準及び事業

分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）に基づき、共通支配

下の取引として会計処理を行っております。 

  

当第１四半期連結会計期間末（平成23年３月31日） 

当社及び連結子会社は不動産賃貸借契約に基づく事務所等の一部に退去時における原状回復に係る債務を有して

おりますが、当該債務に関する賃貸資産の使用期間が明確でなく、現時点では移転計画もないことから、資産除去

債務を合理的に見積もることができません。そのため、当該債務に見合う資産除去債務を計上しておりません。 

（９）資産除去債務関係に関する注記
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（１）生産、受注及び販売の状況 

① 生産実績 

該当事項はありません。 

② 契約状況 

当第１四半期連結会計期間における契約状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

（注）１．上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

２．不動産賃貸事業に関しては、事業の性質上、契約状況を表示することには、馴染まないため除いております。

３．その他の事業に関しては、内装工事事業のみの契約状況を表示しております。 

  

③ 販売実績 

当第１四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

（注）１．上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

２．当第１四半期連結会計期間の分譲マンション事業の販売戸数は 戸であります。 

３．その他の事業には、販売代理事業における手数料収入が含まれております。 

４．補足情報

セグメントの名称 

当第１四半期連結会計期間 
（自 平成23年１月１日 
至 平成23年３月31日） 

契約高 契約繰越残高 

戸数・件数 金額（百万円）
前年同期比 
（％） 

戸数・件数 金額（百万円） 
前年同期比
（％） 

分譲マンション事業 戸 55  1,467  △49.5 戸 18  459  △44.1

不動産流動化事業 件 －  －  － 件 －  －  －

その他の事業 件 30  34  △30.6 件 4  40  38.3

セグメントの名称 
当第１四半期連結会計期間 
（自 平成23年１月１日 
至 平成23年３月31日） 

前年同四半期比（％） 

分譲マンション事業（百万円）  1,473  △53.9

不動産流動化事業（百万円）  －  －

不動産賃貸事業（百万円）  194  △4.7

その他の事業（百万円）  30  △87.5

合計（百万円）  1,699  △53.4

53
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